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科目名（担当教員）  ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ（高橋  和志）  
 

 

テーマ  
 
経営学の今日的課題と地域社会への理論的実践 
 

 
 
 

履修条件  
 
特になし 

 
 
 

テキスト・参考文献  
 
適宜、指示する 

 
 
 

 

◇ゼミ研究内容  

第１に、経営学の基礎的な知識を文献の輪読を通じて学習します。  

第２に、洛西ニュータウンなどの本学周辺地域ならびに関連地域の抱える諸問題についての研究をします。

加えて、地域共同体が有する潜在能力の活用方法についての考察も行います。地域共同体が抱えている諸問題

は、教育、福祉、医療、自然環境、地域の基幹産業の衰退など実に多種多様です。さらに、上記の問題は経済

再生のための社会的基盤の確立とも密接にかかわっています。経営学の理論を用いた地域活性の方策について

考察していきます。  

  とりわけ本ゼミでは、地域共同体の活性化について社会関係資本の概念に着目します。社会関係資本とは、

社会的ネットワークの広がりとネットワークに付随する信頼や互酬性の規範を意味します。ソーシャル・ビジ

ネスとは、利益の追求よりも、地域共同体内の信頼や互酬性の規範の延長線上に位置することを念頭に置いて

ください。  

 

◇ゼミ運営方法（ゼミ修了時に求める学生の理解・達成度）  

・文献購読を通じて、経営学の基礎的な知識をもつこと  

・フィールドワークを通じて、地域共同体のマネジメントの実情を知ること  

・知識・理論と現実から新たな知見を見出せるようになること  

 
◇ゼミ運営計画                                                                         

 運営内容・ゼミナール特別活動 参考文献・課題など 

ゼミナールⅠ 
(１回生後期) 

・運営内容 
⇒文献輪読 
・ゼミナール特別活動 
⇒地域支援活動（随時、自由参加）実際に本学周辺地域で活動してい
る方々から、体験的なお話を聞きましょう。 

適宜、指示する 

ゼミナールⅡ 
(２回生前期) 

・運営内容  

⇒文献輪読  

・ゼミナール特別活動  

⇒地域支援活動（随時、自由参加）  

 

適宜、指示する 

ゼミナールⅢ 
(２回生後期) 

・運営内容 
⇒学生論集の執筆ならびにゼミナール研究報告会の準備 

 

この分野を学んでの経験から就職活動や四年制大学への

編入の対応について作戦を立てて、実行していきましょう。 

適宜、指示する 

 
 
◇その他コメント（自己紹介とゼミ生への要望など）  
（自己紹介） 

 岐阜県出身 1980年10月1日生まれ A型 

 学士（経済学、同志社大学） 修士（経済学、名古屋大学） 博士（経済学、名古屋市立大学） 

 

（ゼミ生への要望） 

ゼミの仲間とは共に仲良くしていきましょう。 

 


